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まえがき
　このたびは、東静電気の『ＴＧ－２２５・ガス乾燥機』をお求めくださいまして誠にありがとうござい

  ます。

　このＴＧ－２２５・ガス乾燥機は、数々の特徴を持ち、ご期待に十分こたえ､お店の繁栄を

  もたらすものと確信いたします。

  このＴＧ－２２５をご使用になる前にぜひこの｢取扱説明書｣をご一読ください。

  正しく取り扱っていただければ、機械は常にスムーズに働き、優れた性能をいつまでも発揮し、

  ご満足いただけるものと確信いたしております。

＊本機を設置する場合『火災予防条例準則第４４条、第６号』に該当します。

　 寄りの消防署に届けを出してください。

●お読みになった後は所定の場所に､大切に保存してください｡
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安全上のご注意
●　ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●　ここに示した注意事項は、安全に 関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。

●　表示と意味は、次のようになって います。

■　表示の説明

   “取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（*1）を負うことがあり、

   　その切迫の度合いが高いこと”を示します。

  “取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（*1）を負うことが想定

　されること”を示します。

“取扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2）を負うことが想定されるか、

　または物的損害（*3）の発生が想定されること”を示します。

   *1：重傷とは失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび

　　治療に入院・長期の通院を要するものをさします。

*2：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電などをさします。

  *3：物的損害とは、家屋・家財及び家畜・ペット等にかかわる拡大損害をさします。

■図記号の説明

　　は、禁止（してはいけないこと）を示します。

　具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

● は指示する行為の強制（必ずすること）を示します。

　具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

△ は、注意を示します。

　具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

■安全上のご注意

■　「安全上のご注意」の中でご使用にになる方への項目は、本機の注意ラベルで表示してあります。

　　お客様や他の人への危害や損害を未然に防止するため、注意事項を守り、使用するように管理、

　　指導してください。

■　本機に表示してある「安全上の注意ラベル」が破れたり、はがれた場合は新しい注意ラベルに

　　必ず貼り換えてください。

■　本機は「乾燥設備」です、「法律により１年に１回の自主定期検査」が必要です。

　　またその記録を３年間保管するよう義務付けられています。

　　(労働安全衛生法　第４５条１項、労働安全衛生規則　第１４１条３項、第２９９条)

表　　示 表　示　の　意　味

図　記　号 図　記　号　の　意　味

禁止

指示

注意
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■安全上のご注意

■水洗いした衣類以外の乾燥はしない ■機械の異常に気付いたら
　　・『水洗い衣類専用』の乾燥機 　　・ガス栓を閉める

・石油系ドライ機及び合成溶剤でドライクリーニ ・使用中に異常な燃焼・臭気(ガスの臭い)異常音

　ングした衣類は乾燥しない 　が生じた時は、運転を停止して「ガス栓」を閉め

　取引ガス事業者にご連絡する

＊地震や火災発生時も運転を

　　停止する

『火災や爆発の危険性があります』 『火災や爆発の危険性があります』

■周辺では『火気厳禁』 ■乾燥後の衣類は放置しない
・本機の周辺にはボイラー,ストーブ,電熱器 ･乾燥した｢衣類｣は､速やかに本機ドラム内より取り出す

　などの火気機器を絶対に置かない ･取出した乾燥衣類は､熱いまま積み置きしない

　又、本機の周辺ではタバコのための灰皿の ･動植物油、シンナー、アルコール、ガソリン等の付着
　設置や、火気を取り扱わない  衣類及びポリプロピレン系の衣類は､洗濯乾燥しない

　(余熱により自然発火する場合があります)

『火災の危険性があります』 『火災の危険性があります』

■分解・改造・修理をしない ■本機のカバーを開けたまま運転しない

・お客様ご自身で本機の分解・改造・修理をしない ・本機のカバー(リントフィルタ・コインボックス等)を開け

　火災・感電・ケガの原因になります 　て運転をしない

・修理は、お買い上げの販売店に ・本機の前面カバーを開けたまま、運転しない

　ご連絡ください 　(お客様がケガを負う恐れがあります)

　又、警告ラベルの取り外し、破損、 ・本機の後部のカバーを開けたまま、運転しない

　改変はしない 　｢回転部｣及び｢加熱部｣に触れるとやけど

　やケガを負う恐れがあります

『火災・感電・ケガの危険性があります』 『やけど・ケガの危険性があります』

■充分な換気をする ■バーナー及び燃焼室の掃除
・本機の設置状況に応じた吸気口及び排気口を ・バーナー及び燃焼室の掃除は定期的(１回/半年)

　行なう 　に行なう

　室内に燃焼排ガスの充満や酸素不足により 　燃焼室周辺や点火プラグにほこりが付着していると

　ガスの不完全燃焼や酸欠事故 　バーナーの炎やスパークでほこりが発火の

　の恐れがあります 　恐れがあります

『ガス中毒・酸欠事故の危険性があります』 『火災の危険性があります』

警告

火気厳禁 乾燥後の衣類
を放置しない

カバーを開け
運転しない

危険

ドライ衣
類禁止

ガス栓

閉
め
る

ガス栓
閉める

・石油系溶剤及び合成
溶剤でドライクリーニン
グした衣類

換気実施 燃焼室
掃除

分解禁止
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■安全上のご注意

■子供など、ドラム内に入って遊んだり ■衣類を確認する
　させない ・衣類のポケットを確認してマッチ、ライター、硬貨

・子供だけで操作したり、取り扱いに不慣れなかたに 　などを取り除くように指導する

 操作させない

・子供など、ドラム内に入って遊んだりさせないよう

 注意する

　『やけど、感電、ケガの危険性があります』

『火災の危険性があります』

■衣類の取り出しはドラムが停止して ■排気筒の掃除

から ・排気ダクトの掃除は定期的(半年/１回)に行なう

・衣類の｢出し入れ｣は､必ずドラムが停止してから 　排気筒周辺にホコリがたまり、能力が低下します

　おこなう 　たまったホコリを放置しますと、排気の熱により

・ドラム回転中は､ドアーを開いて､手を入れない 　発火の恐れがあります

『衣類が巻きつきケガの危険性があります』

『火災の危険性があります』

■ドラム外周の掃除 ■水などが入った場合
・ドラム外周の掃除は定期的(半年/１回)に行なう ・万一、本機内部又は電装部に水が入った場合

　ドラム周辺にホコリがたまり、能力が低下します 　は本機の運転を停止し、電源を切り、販売店

　たまったホコリを放置しますと、乾燥の熱により 　に連絡する

　発火の恐れがあります

　『感電、火災の危険性があります』

『火災の危険性があります』

■周囲に引火物を近づけない ■やけどに注意する
・本機の周辺、上部には可燃物を置かない 　乾燥中はドラム、ドアーなどの本体が高温にな

　また店内では本機の上に新聞･雑誌、衣類など 　っています、乾燥中及び乾燥修了直後に手など

　を置かないよう防止してください 　がふれるとやけどをする恐れがあります

・本機の周辺に引火物を持ち込まない

(ガソリン、シンナー、灯油、アルコール等)

　『やけどの危険性があります』

『火災の危険性があります』

注意

回転中取
出し禁止

ドラム外
周掃除

衣類確認

やけど注意

禁止

禁止

禁止

排気筒
掃除

-4-



２．ＴＧ－２２５仕様

〈外形図〉

仕          様

内胴直径 900(mm) 正/逆，一方回転
正,逆,

一方回転任意切替

内胴奥行 780(mm) ガス配管 1/2(15Ａ)

負荷量 22(JIMS21.2) ガス消費量(KW) 25.6(LPG場合)

温度制御 入口、出口自由制御 排気口径 200(mm)

冷風装置
機械上部より
冷風取入

機械寸法
巾1000×奥1255

×高1790

ドラム回転数 42(rpm) 電源 AC200V  50/60Hz

モーター容量 駆動 0.4/4P

  (KW/極数) ファン 0.4/4P INV

　2-1　シワ防止機構について

    この乾燥機は、運転時間が終了した後も、30秒に1回ドラムが回転しますのでご注意

ください。

これは、品物を取出すまでの間に品物にしわがつかないようにするための動作です。

尚、停止する場合は、 ストップ  　リセット  を押してください。

〈注意〉

  １．使用ガスについて

 本機はＬＰガス及び都市ガス専用です。他のガスは絶対に使用しないでください。

  ２．用途について

 本機は水洗専用機です。石油系溶剤及び合成溶剤で洗浄した品物の乾燥には

 絶対に使用しないでください。
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３．据付工事

機械の性能を十分に発揮させ、かつ安全にご使用いただくためには、機械の据付，電気

工事，配管工事を適正確実に実施しなければなりません。それぞれの専門の工事業者の

方に工事を依頼してください。設置要領は該当地区の条例及び条則によるほか、次に

従ってください。

 

　3-1　届出手続

＊　本機を設置する場合、『火災予防条例準則44条．第6号』に該当します。

　 寄りの消防署に届けを出してください。

　3-2　機械運搬・搬入

(1) 輸送する際、ロープ掛して本体が傷まないようにロープの締め過ぎに十分

    注意してください。又、積み降ろしの際の吊具として、本体上部に千鳥配置に、

    U型フックがねじ止めされています。

(2) 輸送用固定テープの除去

    風量調節用のアルミ板(フローバルブ)を輸送中の振動防止のため固定してあります。

    下記の位置にありますので、運転前に必ずはがしてください。

フローバルブ

テープ

フローバ
ルブ取付

位置
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　3-3　据付時の注意事項

(1) 使用場所について

  ･密閉されたところでは使用しないで

   ください。

   (必要でしたら給気口を取付てください)

  ･強い風の吹き込む所では使用しないで

   ください。

水平レベル

  1.機械の水平レベルを出し、アンカー

    ボルト等で固定してください。

  2.機械と基礎コンクリートが完全に密着

    するように工事してください。

  ※ガス漏警報器を乾燥機と同室内で適切な位置に取付してください。

　（LPガス：乾燥機より４ｍ以内で床面から３００ｍｍ以内）

　（都市ガス：乾燥機より４ｍ以内で天井面より３００ｍｍ以内）

(2) セッティングスペース

  ･壁その他の可燃物から十分離れている場所で使用してください。

    ＊メンテナンス時に 低必要なスペース

      です。必ず確保してください。

    ◎上方向は450mm以上のスペースを取って

      ください。

　3-4  ガス配管工事について

・ＬＰガス：本機へのガス配管工事は、LPガス燃焼機器接続用低圧ホースを使用してください。

・都市ガス：本機へのガス配管工事は、両端ねじ継手付強化ガスホースを使用してください。

･本機専用のガス元バルブ(ガスコック)を設けてください。

ガス入口

ＴＧ－２２５

前面

300㎜

300㎜

TG-225

TG-225

300㎜

・両端ねじ継手付強化ｶﾞｽﾎｰｽ
・LPガス燃焼機器接続用低圧ﾎｰｽ
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　3-5　排気ダクト工事について

 ① 機械からの排気は指定口径(φ200mm)によって屋外へ排出してください。

    (ダクトはステンレス網板、亜鉛網板等の耐熱性、耐食性のものを使用)

 ② 排気ダクト長は、直管に換算して「８ｍ以内」としてください。

     但しエルボを使用する場合は、エルボ１個当たり「２．６m」に換算してください。

 ③ 排気方向は｢後方｣と｢上方｣と2方向選択できます。

 ④ 縦引きダクト工事ではフードを取付け、『風･雨等』影響を受けない様にしてください。

 ⑤ 2台以上のガス乾燥機で共用の排気ダクトを使用する場合は、稼動していない乾燥機に

    逆流しない様対策してください。

　3-6　電気工事について（電気工事店に依頼してください）

① 電気容量 本機の 大仕様電力は0.8Kwです。

3相200V
50/60Hz

 ･引き込みｺｰﾄﾞは２mm２以上を使用してください。

 ･開閉器(ﾌﾞﾚｰｶｰ又はﾋｭｰｽﾞ)は15Aの工事を行ってください。

 ･力率改善コンデンサーは、取外して工事してください。

 ② 接地について 本機の接地工事はＤ種接地工事を行ってください。

 ･接地工事は必ず単独アースとしてください。

 ③ 回転方向 本機の回転方向はファンモーターにて確認してください。

 ※機械前面より見て反時計方向が正規の回転方向です。

TG-225 TG-225
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４．作業開始の前に

4-1)  電源の供給

　　電源スイッチを入れる …………… 「営業中」ランプ点灯

4-2)  ガスの供給

　　ガスの元バルブを開く …………… ガスボンベの残量を確認

4-3)  リントフィルター点検

　　前パネルを開きリントフィルター確認 ………ゴミ・ホコリが

    あれば掃除し、掃除後パネルを必ず閉め、開いたまま

    では絶対に運転しないでください。

4-4)  排気ダクトの点検

　　排気、ダクトは、長く使っている間には、ゴミ，ホコリ等が

　　つまることもありますので適時に掃除をしてください。

4-5)  負荷量は適正に

　　負荷量は乾燥効果を大きく左右しますので、処理能力以上は投入しないようにしてください。

　　　 (定格負荷量の80％前後で行うと仕上がりも良くなります。)

4-6)  乾燥後の品物の処理は素早く

　　ポリプロピレン系の繊維及び油汚れ(特に動植物油)のついている衣類はあたたかい状態で積み

     重ねておくと自然発火することもありますので、乾燥後の衣類は機械からすぐに取り出して「ハン

    ガー」等に掛けてください。

4-7)  ガスバーナーの点検…………目視確認

　①着　火

 初は配管内のｴｱが抜けるまでに約50秒位かかります。

 ｽﾊﾟｰｸは9秒ですので9秒以内に着火しないときは一度

 ｽﾀｰﾄｽｲｯﾁを切って再び入れてください。

 (確認窓より着火が確認できるまで繰り返してください

  2回目以降は5～9秒位で着火します。)

　　※運転中は、ﾌｨﾙﾀｰﾎﾞｯｸｽ及びﾄﾞｱｰの開閉はしないでください。

ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰ

TG-２２５

ガスバーナー

炎が正常な状態
(目視点検時)

炎
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５．運転操作方法

　5-1　各スイッチの説明

電   源

・操作回路へ電気を供給するスイッチで、スイッチONで

電源ランプが点灯します。

コース選択

・各コースの洗濯スイッチで1～6コースを被洗物に合せ

セット出来ます。

不着火
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スタート

･自動、手動運転コースのスタートスイッチで、一時停止

（ストップスイッチ)後の再スタートのスイッチでもあります。

スタートスイッチを押すとランプが点灯します。

ストップ

･自動、手動運転の一時停止用スイッチです。

リセット

･いつでも電源｢入｣の状態に戻すスイッチで自動運転中は必ず

ストップスイッチを押し、一時停止にしてからリセットスイッチを

押してください。

プログラム修正

･各コースのプログラムを修正する時は、このスイッチを押し

てから(ランプが点灯)1コース～6コースの内容を修正すると

各コースに修正内容が記憶されます。

　5-2　変更スイッチ

時間変更

･各工程の時間を修正するスイッチで、分セットが出来ます。

時間の増減は ▲ (増)、 ▼ (減)スイッチで行ってください。

温度変更

･各工程の乾燥温度を修正するスイッチで10℃から75℃まで

セットが出来ます。

温度の増減は ▲ (増)、▼ (減)スイッチで行ってください。
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ドラム回転切替

● ドラムの正逆転･一方回転を切り替えるスイッチで正逆・

   一方回転を任意に選択することができます。

　5-3　工程セット

１．乾燥から冷風までの工程セットに使用するスイッチ(キー)です。

２. プログラム変更時は工程セットの各スイッチ(キー)を押すと工程表示ランプが

    フラッシングします。

３. 工程セットを間違えていれたときは削除したい工程の工程セットキーをもう一度

    押すことにより削除できます。

　5-4　表示部

全工程時間

●　各コースの全工程時間と残り時間を表示します。

乾燥温度

●　設定乾燥温度とドラム内温度を表示します。
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　5-5　トラブルモニター
  トラブルモニター

●　機械運転中に不具合があった場合、ブザーが鳴り

　　トラブルモニターが点滅します。

ランプ 表示方法 解除方法

名称 ﾗﾝﾌﾟ ﾌﾞｻﾞｰ ﾌﾞｻﾞｰ 継続 終了

OL-1 ｻｰﾏﾙが作動
した時

点滅 継続音 ﾄﾞﾗﾑ回転停止状態
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

－
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

OL-2 ｻｰﾏﾙが作動
した時

点滅 継続音 機械停止状態
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

－
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

ﾄﾞｱｰ開の時 点灯 － 一時停止状態 －
ﾄﾞｱｰ閉
ｽﾀｰﾄｽｲｯﾁ

ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

ﾄﾞｱｰ開でｽﾀｰﾄ
ｽｲｯﾁ｢ON｣の時

点滅 継続音 機械停止状態
ﾄﾞｱｰ閉又
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

    ｢ON｣
－

風  量 排風量減少の時 点灯 － － － － －

停  電
運転中停電が起き復電
した時

点滅 継続音 機械停止状態
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

－
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

温度が設定温度より15℃
以上ｵｰﾊﾞｰの時

点滅 継続音 ﾄﾞﾗﾑ回転停止状態
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

－
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

ﾊﾞｰﾅｰｶﾊﾞｰ部の温度が
150℃を超えた時

点滅 継続音 ﾄﾞﾗﾑ回転停止状態
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

－
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

不着火 ﾊﾞｰﾅｰに着火できない時 点滅 継続音 ﾄﾞﾗﾑ回転停止状態
ｽﾄｯﾌﾟｽｲｯﾁ
｢ON｣

－
ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ
｢ON｣

６．自動運転の操作例

　6-1　標準コースで乾燥（コース １ ）

  ① ｺｰｽ選択  １  を押す(ﾗﾝﾌﾟが点灯)

  ② ｽﾀｰﾄｽｲｯﾁを押す(ﾗﾝﾌﾟが点灯）

　6-2　乾燥の時間を変更する時（コース １ ）  標準 25分→30分に変更

機械の動き

ｻｰﾏﾙ

ﾄﾞｱｰ

過  熱

内    容

不着火

＊他のコースも同様の操作

＊他のコースも同様の操作

２５

３０
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　6-3　乾燥の温度を変更する時（コース １ ） 

標準入口温度  ６０℃→５０℃に変更

　6-4　冷風の時間を変更する時（コース １ ）

標準  ５分→１０分に変更

　6-5　ドラム回転｢正逆・一方｣（コース ４ ）

＊他のコースも同様の操作

＊他のコースも同様の操作

６０

５０

＊他のコースも同様の操作

 ５

1０
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７．整備点検

  ● 本機のもっている性能をフルに効果的に発揮させるため、次の点検を行ってください。

１. ガスバーナー燃焼状態確認 目視確認

２. 電源電圧の変動はないか。

   電圧    180～220Ｖ (ＡＣ200Ｖ±10％)の間にあるかどうか。

３. 漏電、その他、異常音、異常振動はないか。

４. Ｖベルトのノビはないか。 １ヶ月に１度

５. 各部締付部の緩み点検 １ヶ月に１度

６. リントフィルター ５～６回に１度(1日に1回)

７. 排気ダクトの点検 １ヶ月に１度

８. ベアリング部へのグリス注入 ３ヶ月に１度

９. ガスバーナーノズルの清掃 バーナーの状態により定期的に清掃

８．機械の診断

No. 故 障 内 容 原  因 処  置

1
電源ｽｲｯﾁを押しても電源
ﾗﾝﾌﾟが点灯しない

･ﾋｭｰｽﾞ切れ
･制御不良

･ﾋｭｰｽﾞ入替
･基板交換

2
ﾌｧﾝﾓｰﾀｰが回らない

(ﾄﾗﾌﾞﾙﾓﾆﾀｰ
ｻｰﾏﾙ  点灯)

･ﾌｧﾝ用ｻｰﾏﾙ作動
･ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ不良
･ﾓｰﾀｰの焼損

･ﾌｧﾝ,ｻｰﾏﾙのﾘｾｯﾄ
･ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ点検
･ﾓｰﾀｰ点検、必要なら交換

3

ｽﾀｰﾄｽｲｯﾁを押してもﾄﾞﾗﾑ
が回転しない
(ﾄﾗﾌﾞﾙﾓﾆﾀｰ
ｻｰﾏﾙ  点灯)

･ﾄﾞﾗﾑ回転用ｻｰﾏﾙ作動
･ﾓｰﾀｰまでの通電なし
･ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ不良

･ﾄﾞﾗﾑ回転ｻｰﾏﾙのﾘｾｯﾄ
･ﾓｰﾀｰ回路点検
･ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｲｯﾁ点検

4 ﾄﾞﾗﾑの回転が異常に低い ･Ｖﾍﾞﾙﾄのゆるみ ･Ｖﾍﾞﾙﾄを適正に張る

･ﾌｧﾝﾓｰﾀｰの回転方向逆 ･ﾓｰﾀｰ端子2線を逆に入替える

ﾌｧﾝﾓｰﾀｰの回転方向は機械前面

温度が上がらない より見てﾌｧﾝの回転が反時計方

5   (ﾄﾗﾌﾞﾙﾓﾆﾀｰ 向が正規の回転方向です

           風量  点灯) ･ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰつまり ･ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰ掃除

･排気ﾀﾞｸﾄのつまり ･排気ﾀﾞｸﾄ掃除
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No. 故 障 内 容 原  因 処  置

種火に点火しない ･ｶﾞｽの元栓が閉じている ･ｶﾞｽの元栓を開く

6 (トラブルモニター ･ｺﾞﾑ管が折れている ･ｺﾞﾑ管の折れを直す

       不着火 点灯) ･LPｶﾞｽが無くなり掛けている ･新しいﾎﾞﾝﾍﾞと交換する

･ｶﾞｽ管中に空気が残っている ･点火操作を繰り返す

ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰに着火しない ･ｺﾞﾑ管が折れている ･ｺﾞﾑ管の折れを直す

 (運転中に消化する) ･LPｶﾞｽが無くなり掛けている ･新しいﾎﾞﾝﾍﾞと交換する

･排気ﾀﾞﾝﾊﾟｰの開きすぎ ･排気ﾀﾞﾝﾊﾟｰを調整する(閉)

7 ･ｶﾞｽ管中に空気が残っている ･点火操作を繰り返す

(トラブルモニター ･ｶﾞｽ圧力が適切でない ･販売店に依頼する

       不着火 点灯) ･ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰﾉｽﾞﾙのつまり ･販売店に依頼する

･空気調節が適切でない ･販売店に依頼する

炎が安定しない ･ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰのつまり ･ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰ掃除

(炎がBOX内よりあふれる) ･排気ﾀﾞｸﾄのつまり ･排気ﾀﾞｸﾄ掃除

8 ･排気ﾀﾞﾝﾊﾟｰの開きすぎ ･排気ﾀﾞﾝﾊﾟｰを調整する(閉)

(トラブルモニター ･排気ﾀﾞﾝﾊﾟｰの閉じすぎ ･排気ﾀﾞﾝﾊﾟｰを調整する(開)

       過熱 点灯) ･ｶﾞｽ圧力が適切でない ･販売店に依頼する

･空気調節が適切でない ･販売店に依頼する

黄炎が燃える ･LPｶﾞｽが無くなり掛けている ･新しいﾎﾞﾝﾍﾞと交換する

(炎が異常音をたてる) ･ｶﾞｽ圧力が適切でない ･販売店に依頼する

9 ･空気調節が適切でない ･販売店に依頼する

(トラブルモニター ･ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰﾉｽﾞﾙのつまり ･販売店に依頼する

       過熱 点灯)
･ﾊﾞｰﾅｰの空気吸入口にほこり
がつまっている

･販売店に依頼する

10 ｶﾞｽの臭いがする ･ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰのつまり ･ﾘﾝﾄﾌｨﾙﾀｰ掃除

･ｶﾞｽ配管の洩れ ･ｶﾞｽ配管の点検･確認
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９．乾燥機標準チャート

乾燥標準チャート

時間 乾      燥

ｺｰｽ 時間(分) 温度(℃)

1 40 65 5 正逆

2 40 65 0 正逆

3 30 40 5 正逆

4 30 40 0 正逆

5 10 60 5 正逆

6 10 70 0 正逆

１０．アフターサービスについて

ご使用中に異常が生じたときは、使用をやめ電源プラグを抜いてお買上げの

販売代理店にご相談ください。

尚、その際に真空包装機の形式名、製造№、およびお買上げ時期をお知らせ

ください。

   販売店名：

   TEL：(   　　)　　　－ 購入年月日：　　　年　　　月　　　日

後日のため記入しておいてください。サービスを依頼されるときお役にたちます。

冷風(分) 回転選択
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１１． 保証について

●　ご不明な点や修理に関するご相談
・修理に関するご相談ならびに、お取り扱い・お手入れに関するご不明な点は

　お買い上げの販売店にご相談ください。

●　保証書　(別添)
・保証書は別途添付しております。

・保証書は必ず「お買い上げ日、販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店

　から受け取って頂き内容を良くお読みになった後、大切に保管してください。

・本機の保証期間はお買い上げ頂いた日から１年です。

　その他、詳しくは保証書をご覧ください。

●　補修用性能部品の保有期間
・本機の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後「８年」です。

・補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

●　修理を依頼されるときは
・異常があるときは、お使いになるのをやめ、電源を切りましてから、お買い上げの

　販売店にご連絡ください。

■保証期間中
・保証書の規定に従って、販売店が修理させて頂きます。

　なお、修理に際しましては、保証書をご提示ください。

■保証期間が過ぎている場合
・保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。

　修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料で修理させて頂きます。

《免責事項について》

・地震、雷、火災、第三者の行為、その他の事故、お客様の故意又は過失、誤使用、その他

 の異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いません。

・本製品の使用又は使用不能から生じる付随的な障害（事業利益の中断による損失など）に

  関して、当社は一切の責任を負いません。

・取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切の責任を

  負いません。

●　この機械は「乾燥設備」です

《お願い》

・労働安全衛生法　第４５条１項、労働安全衛生規則　第１４１条３項、第２９９条により、お客様

　は１年に１回の自主検査を義務付けられています。

・そしてお客様はその記録を３年間保管するよう義務付けられています。

・機械を安全に操作し良好な状態に保つため、適切に使用し、適時清掃・点検を行ってください。

　付きましては、サービスマンの定期保守点検サービス（有償）をご利用くださるようお勧めします。

●　廃棄するときは
・製品を廃棄するときは専門の廃棄業者へ依頼してください。

　詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。
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